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令和 6（2024）年度 資源評価調査報告書（拡大種） 

 

種名 キュウセン 対象水域 瀬戸内海 

担当機関名 

水産研究・教育機構 水産資源研究所 

底魚資源部、兵庫県立農林水産技術総合

センター水産技術センター、岡山県農林

水産総合センター水産研究所、徳島県農

林水産総合技術支援センター、香川県水

産試験場 

協力機関名 

 

 

1．調査の概要 

瀬戸内海の各県において、本種に関する漁業の概要、生物学的特性、過去の漁獲量や

CPUEならびに現在実施されている各種漁獲制限などの情報収集もしくは調査を開始し

た。詳細については以下の通り。 

兵庫県では、兵庫県海域における本種総漁獲量データを収集した。 

岡山県では県東部と中部海域の標本漁協において漁獲量データを集計した。 

徳島県では紀伊水道の標本漁協における、小型定置網による2005年以降の漁獲量と

CPUEデータを収集した。 

香川県では播磨灘（3漁協）、備讃瀬戸（1漁協）および燧灘（2漁協）各海域の香川県標

本漁協における建網（底刺網）による2002年以降の漁獲量およびCPUEのデータを収集し

た。 

 

2．漁業の概要 

瀬戸内海の各県各海域における本種を対象とした漁業の概要について、各県単位で記

述した。詳細については以下の通り。 

兵庫県では主に建網（底刺網）によって漁獲される。 

岡山県では主要漁業は小型定置網、刺網である。 

徳島県では主に小型底びき網によって漁獲される。他に小型定置網によっても漁獲さ

れる。 

香川県では主に建網（底刺網）によって漁獲される。 

 

3．生物学的特性 

(1)  分布・回遊：北海道から九州南岸の日本海・東シナ海沿岸、瀬戸内海、青森県から九

州南岸の太平洋沿岸、朝鮮半島南岸・東岸、済州島、台湾、中国福建省から広東省に

分布する（中坊 2013）。本種は、水温 15℃以下になる 12 月～翌年 1 月初旬にかけて

砂底で休眠する（Hashimoto et al. 1991）。 

(2)  年齢・成長： 

備讃瀬戸海域において、鱗を用いた齢査定がなされており以下の成長式が得られてい

る（山本 2018）。各齢での体長は、1 歳で 6.1 cm、2 歳で 9.1 cm、3 歳で 11.7 cm、4 歳で
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13.8 cm、5 歳で 15.6 cm、6 歳で 17.1 cm、7 歳で 18.3 cm、8 歳で 19.4 cm となる。 

SLt= 208 (1-exp-0 17(t－0 46)) +42.3  

ここで、SLt: 年齢 t 歳時の体長(mm) 

(3)  成熟・産卵： 

讃瀬戸海域における産卵期は 6～8 月（Hashimoto et al. 1991、山本 2018）。本種は両性

具有の雌性先熟の魚で、雌が成長に伴い雄へと性転換する。山本（2018）は当該海域にお

いて、標準体長 12.5 cm 以上（上記計算式では 3.4 歳以上）で性転換した個体が出現し始

めると報告している。また、福井ほか（1991）は標準体長 9.8～13.1 cm の範囲で雌が雄へ

と性転換した 2 次雄または両性の生殖腺を持つ個体が出現するとしている。 

(4)  食性： 

海底の甲殻類や多毛類を捕食する。 

 

4．資源状態 

瀬戸内海の各県各海域における標本漁協における漁獲量とCPUEの推移を示す。 

・兵庫県海域についてはデータの収集を始めたばかりであり、引き続き情報を収集する

必要がある。 

・岡山県海域についてはデータの収集を始めたばかりであり、長期的な傾向は把握でき

ないが、標本漁協における2023年の海域別月別の漁獲量を示した（図1）。引き続き調

査を継続する必要がある。 

・徳島県紀伊水道の標本漁協における小型定置網による漁獲量とCPUEは2017年までは

いずれも緩やかに減少傾向にあった。2017年以降には漁獲量は横ばい、CPUEは増加傾

向である（図2、表1、2）。 

・香川県における灘別の建網（底刺網）CPUEの推移は、漁獲量が比較的多い播磨灘と燧

灘では直近5年間（2019～2023年）は減少傾向にある。備讃瀬戸では大きく増減してい

るようにみえるが、漁獲量が少ないことから資源状態を示しているとは考えにくい（図

3～5、表3）。 

 

5．その他 

・岡山県では漁業者の自主的な管理措置として、全長13 cm以下の個体の再放流を行って

いる。 
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表 1．徳島県の標本漁協におけるキュウセン漁獲量*の年変化 

 

 

表 2．徳島県の標本漁協におけるキュウセン CPUE*の年変化 

 
 

県名

漁協名

漁法

2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023

＊漁獲量：単位（㎏）

1
3
7
7
5
7
8
9

1
2
1
3
2
2
1
4

徳島県

標本漁協（紀伊水道）

小型定置網

12
8
10

県名

漁協名

漁法

2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023

＊CPUE：単位（㎏/隻⽇）

0.13
0.11
0.17
0.14

0.13
0.10
0.10
0.08
0.09
0.10

0.17
0.13
0.12
0.15
0.12
0.12

徳島県

標本漁協（紀伊水道）

小型定置網

0.17
0.14
0.16
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表 3．香川県の標本漁協（灘別）におけるキュウセン CPUE*の年変化 

 
 

県名 ⾹川県
漁協名 標本漁協（播磨灘） 標本漁協（備讃瀬⼾） 標本漁協（燧灘）
漁法 建網（底刺網） 建網（底刺網） 建網（底刺網）

2002 0.12 0.06 0.48
2003 0.17 0.06 0.60
2004 0.11 0.10 0.56
2005 0.05 0.08 0.74
2006 0.05 0.11 0.57
2007 0.08 0.10 0.81
2008 0.10 0.11 0.51
2009 0.12 0.01 1.06
2010 0.09 0.03 0.93
2011 0.08 0.02 1.40
2012 0.08 0.01 0.40
2013 0.06 0.00 0.35
2014 0.07 0.00 0.66
2015 0.06 0.00 0.57
2016 0.10 0.02 0.71
2017 0.12 0.18 0.43
2018 0.02 0.21 0.40
2019 0.06 0.03 0.22
2020 0.01 0.00 0.50
2021 0.02 0.19 0.26
2022 0.01 0.08 0.46
2023 0.01 0.03 0.29

＊CPUE：単位（㎏/隻⽇）


